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内海育成塾　2026年度実施計画
本塾は、若者の地元定着や地元企業の求める人材の育成に向けて、スポーツを通じて人間育成ができる環境づくりに取り組むもので
す。「働くこと」「スポーツ活動」「地域社会への関わり・貢献」を両立するため、企業アンケートによる「アスリート人材に求める
人物像」等を基に、人間性やキャリアに関する講義を行います。2026年度は、福山スポーツ雇用サポートセンター雇用選手を対象とし
た初年度（トライアル）として原則月１回（120分／1回）、年12回のプログラムを計画しています。講義とグループワーク、1on1面
談、独自のキャリア支援手法（キャリアデザインツリー等）を組み合わせ、雇用企業が求める「①倫理観・責任感②社会性③自律性④
人間性」の４領域を中心とした資質・能力育成を重視し、企業定着率の向上に加え、地域に愛され、地域で活躍するスポーツ人材の持
続的な成長を促します。本塾の受講対象については、選手を雇用する企業の採用３年目以内の従業員へ、福山市を中心とする備後圏域
内の企業の従業員へと段階的に広げ、受講者に合わせたカリキュラムの開発を行います。
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アセスメント

面談・指導　　 　主担当：川﨑

第1回キャリアデザインツリー（キャリア観の現状確認） 第2回キャリアデザインツリー（成果確認/振り返り）

1on1面談（1回目, 対象者全員） 1on1面談（2回目, 対象者全員）

準備（振り返り・改善）

事務・運営補助 連絡・調整（受講生・雇用企業）、授業補助（機材管理、オンライン環境の整備）など

※「自律性」実施月

・オリエン 
・自己紹介

・まとめ 
・振り返り

川﨑契（元広島県警総務部長・警視長）、前田吉広（ノートプロジェクト代表・国家資格 キャリアコンサルタント・筑波大学卒） 他

社会参加活動 
・フィッシャー 
　マンフェス

オンシーズン【野球】

観点 人物像

1 倫理観・責任感
規律やルールを守り、社会的責任を果たす意識を持つ人。
利他精神を備え、企業や組織の理念を理解し実践できるこ
とが求められている。 

2 社会性 
（他者との関わり） 

相手を理解しながら積極的にコミュニケーションをとり、
信頼関係を築ける人物。チームの一員として協働し、周囲
の成長にも貢献できることが理想とされる。 

3 自律性 
（内的統制・自己成長） 

自分を理解し、感情をコントロールしながら行動できる
人。困難にも前向きに挑戦し、失敗を恐れず学び続ける意
欲を持つ。 

4 人間性 
（内面の成熟） 

誠実で謙虚、他者を思いやり、当たり前のことを丁寧に実
行できる人。感謝や礼儀を忘れず、周囲に良い影響を与え
られる姿勢が重視されている。 

外観イメージ図

・基本理念 
・心構え

・行動規範 
・コンプライアンス 
・ビジネスマナー

4～9月 10～3月

２回

1H

1H

全員

社会参加活動 
・「未来につなぐ 
　　命の海」内海

社会参加活動 
・内海町走ろう会 
　駅伝大会

担当：NPO法人福山スポーツ雇用サポートセンター

グローカル人材育成プロジェクト  
～ 育成のまち福山の実現に向けて ～

主担当：前田

全員

年間スケジュール

講師
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